資料18　インターンシップの保険について
（１）生徒自身がけがをした場合
　○独立行政法人日本スポーツ振興センター「災害共済給付制度」

    ①災害給付義務

    　　学校の設置者との契約により、学校の管理下における児童・生徒等の災害に対し　　　て災害給付を行うものです。

  　②給付対象となる災害の範囲と給付金額

	災害の種類
	災害の範囲
	給付金額

	　負　傷


	学校の管理下の事由によるもので、

療養に要する費用の額が5,000円以

上のもの
	医療費

・医療保険並の療養に要する費用の額の4/10（そのうち1/10の分は、療養に伴って要する費用として加算される分）ただし、高額医療費の対象となる場合は、自己負担額に「療養に要する費用月額」の1/10を加算した額。また、入院時食事療養費の標準負担額及び外来に係る薬剤一部負担額がある場合は、その額を加算した額

	　疾　病


	学校管理下の事由によるもので、療養に要する費用の額が5,000円以上のもののうち、文部科学省令で定めるもの

・給食等による食中毒・ガス等による中毒・熱中症・異物の嚥下又は迷入による疾病・漆等による皮膚炎・外部衝撃等による疾病・負傷による疾病
	

	　傷　害


	学校の管理下の負傷及び上欄の疾病が治った後に残った傷害で、その程度により１級から14級に区分される。
	傷害見舞金

3,770万円～82万円

〔通学中の災害の場合1,885万　円～41万円〕

	　死　亡


	学校の管理下の事故による死亡及び上欄の疾病に直接起因する死亡
	死亡見舞金

2,800万円

〔通学中の場合1,400万円〕

	
	突然死


	学校の管理下において運動などの行為と関連なしに発生したもの
	死亡見舞金

1,400万円

〔通学中の場合も同額〕

	
	
	学校の管理下において運動などの行為が起因あるいは誘因となって発生したもの
	死亡見舞金

2,800万円


（２）生徒が他人にけがをさせたり、他人の財物を損壊した場合
　（産業教育振興中央会：文部科学省推奨）

  ○賠償責任保険制度〔インターンシップ・ボランティア等体験活動〕

  　①対象となる活動

    　　学校が教育活動の一環とする特別活動（学校行事等）、課外活動または正課に位置　　　づけるインターンシップ（職場体験・就業体験活動）、ボランティア（奉仕活動）、　　　各種体験活動（自然体験・勤労生産活動体験・文化芸術創作体験活動）、体験活動、　　　学校行事、クラブ活動

　　②補償の内容

    　　国内において、児童生徒が学校の管理下で行う職場体験、就業体験活動・奉仕活動・学校行事・クラブ活動中に他人にけがをさせたり、他人の財物を損壊したこと等により法律上の賠償責任を負った場合。

  　③補償金額（保険料\250）

	補償金額
	保険期間

	対人賠償　１名・１事故　　　１億円限度

対物賠償　１事故・期間中　2000万円限度
	４月１日～３月31日（１年間）


